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任
期
満
了
（
平
成
17
年
10
月
31
日
）
に
伴
う
合
併

後
初
の
葛
城
市
議
会
議
員
選
挙
が
10
月
23
日
（
日
）

即
日
投
開
票
さ
れ
、
新
議
会
議
員
18
名
が
誕
生
し
ま

し
た
。

合
併
に
よ
る
在
任
特
例
が
切
れ
、
議
員
定
数
が
31

人
か
ら
18
人
に
変
更
さ
れ
た
今
回
の
選
挙
は
、
当
日

の
有
権
者
数
２
８，

１
４
６
人
（
う
ち
、
男
１
３，

３
４
６
人
・
女
１
４，

８
０
０
人
）、
投
票
率
は
７
３.

８
６
％
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
く
葛
城
市
議
会
議
員

に
就
任
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

寺
田
　
惣
一

て
ら
だ
　
そ
う
い
ち

64
歳

無
所
属

当
選
②

大
畑

白
石
　
栄
一

し
ら
い
し
　
え
い
い
ち

57
歳

日
本

共
産
党

当
選
②

北
花
内

西
川
　
弥
三
郎

に
し
か
わ
　
や
さ
ぶ
ろ
う

56
歳

無
所
属

当
選
②

中
戸

下
村
　
正
樹

し
も
む
ら
　
ま
さ
き

53
歳

無
所
属

当
選
②

尺
土

石
井
　
文
司

い

し

い

　

ぶ

ん

じ

73
歳

無
所
属

当
選
②

新
庄

南
　
要

み
な
み
　
か
な
め

66
歳

無
所
属

当
選
②

忍
海

岡
島
　
辰
雄

お
か
じ
ま
　
た
つ
お

65
歳

無
所
属

当
選
②

疋
田

亀
井
　
一
二
三

か

め

い

　

ひ

ふ

み

58
歳

無
所
属

当
選
②

笛
堂

野
　
　
昭

の

し

　

あ

き

ら

67
歳

無
所
属

当
選
②

木
戸

高
井
　
悦
子

た

か

い

　

え

つ

こ

58
歳

日
本

共
産
党

当
選
②

木
戸

吉
村
　
優
子

よ
し
む
ら
　
ゆ
う
こ

52
歳

無
所
属

当
選
②

山
田

阿
古
　
和
彦

あ

こ

　

か

ず

ひ

こ

47
歳

無
所
属

当
選
②

竹
内

川
辺
　
順
一

か
わ
べ
　
じ
ゅ
ん
い
ち

63
歳

無
所
属

当
選
②

新
在
家

川
西
　
茂
一

か
わ
に
し
　
し
げ
か
ず

64
歳

公
明
党

当
選
②

疋
田

山
下
　
和
弥

や
ま
し
た
　
か
ず
や

36
歳

無
所
属

当
選
①

北
花
内

朝
岡
　
佐
一

あ
さ
お
か
　
さ
い
ち
ろ
う

郎
45
歳

公
明
党

当
選
①

長
尾

西
井
　
覚

に
し
い
　
さ
と
る

53
歳

無
所
属

当
選
①

加
守

藤
井
本
　
浩

ふ
じ
い
も
と
　
ひ
ろ
し

44
歳

無
所
属

当
選
②

新
庄

※敬称省略のうえ、右上から下へ、
議席順。氏名・年齢・党派・当選
回数・出身地区の順に掲載してい
ます。（平成17年11月１日現在）
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○
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
川
西
　
茂
一

副
委
員
長
　
藤
井
本
　
浩

委
員
　
　
　
西
井
　
覚

寺
田
　
惣
一

野
　
　
昭

高
井
　
悦
子

民
生
水
道
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
南
　
要

副
委
員
長
　
白
石
　
栄
一

委
員
　
　
　
山
下
　
和
弥

朝
岡
　
佐
一
郎

阿
古
　
和
彦

岡
島
　
辰
雄

都
市
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
西
川
　
弥
三
郎

副
委
員
長
　
吉
村
　
優
子

委
員
　
　
　
川
辺
　
順
一

下
村
　
正
樹

亀
井
　
一
二
三

石
井
　
文
司

石
井
　
文
司

○
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
西
川
　
弥
三
郎

副
委
員
長
　
川
西
　
茂
一

委
員
　
　
　
阿
古
　
和
彦

寺
田
　
惣
一

岡
島
　
辰
雄

南
　
要

白
石
　
栄
一

○
組
合
議
会
議
員

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合

亀
井
　
一
二
三

阿
古
　
和
彦

奈
良
県
葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合

亀
井
　
一
二
三

阿
古
　
和
彦

吉
村
　
優
子

南
　
要

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
川
西
　
茂
一

副
委
員
長
　
藤
井
本
　
浩

委
員
　
　
　
西
井
　
覚

阿
古
　
和
彦

川
辺
　
順
一

野
　
　
昭

南
　
要

高
井
　
悦
子

石
井
　
文
司

ま
ち
づ
く
り
事
業
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
吉
村
　
優
子

副
委
員
長
　
西
川
　
弥
三
郎

委
員
　
　
　
山
下
　
和
弥

朝
岡
　
佐
一
郎

寺
田
　
惣
一

下
村
　
正
樹

岡
島
　
辰
雄

亀
井
　
一
二
三

白
石
　
栄
一

議
　
長亀

井
　
一
二
三

副
議
長阿

古
　
和
彦

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会
が
11
月
９
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
や
常
任
委
員
会
の
委
員
及
び
監
査
委
員
な
ど
議
会
の
組
織
に
か
か
わ
る
各
役

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
の
新
た
な
役
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
議
席
順
・
敬
称
略
）

議
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
及
び
市
議
会
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
議
会
議
員
選
挙
後
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
葛
城
市

議
会
議
長
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
以
て
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
う
え
は
、
議
会
議
員
と
し
て
得
た
知
識
と
経
験
を
十
二
分
に
生
か

し
、
議
員
諸
氏
の
協
力
を
得
な
が
ら
本
市
発
展
の
た
め
全
力
を
傾
注
す
る

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
の
財
政
は
、
当
初
の
予
測
よ
り
も
国
の
三
位
一
体
の
改
革
、

少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
が
大
き
く
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
市
建
設
計
画
に
あ
げ
て
お
り
ま
す
事

業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
行
財
政
改
革
を
よ
り
一
層
に
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
及
び
ま
ち
づ
く

り
事
業
特
別
委
員
会
を
設
置
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
行
財
政
改
革
及
び
建
設
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
調
査
及
び
検
討

を
加
え
な
が
ら
、
活
力
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
、
議
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

○
監
査
委
員

○
特
別
委
員
会



「「
瑞瑞
宝宝
小小
綬綬
章章
受受
章章
」」

元
奈
良
県
教
育
長
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
奈
良
県
の
教

育
の
振
興
と
充
実
に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
、
西
川
彭
氏

（
葛
木
）
が
、
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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故故
　　
吉吉
井井
武武
氏氏
にに

旭旭
日日
単単
光光
章章

元
新
庄
町
議
会
議
員
の
吉
井
武
氏
（
北
花
内
）
に

旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
温
厚
誠
実
に
し
て
人
格
・
見
識
と
も
に

優
れ
、
昭
和
50
年
４
月
初
当
選
以
来
、
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
の
諸
問
題
解
決
等
に
尽
力
さ

れ
、
３
期
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

「「
旭旭
日日
双双
光光
章章
受受
章章
」」

元
新
庄
町
議
会
議
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
福

祉
向
上
や
教
育
振
興
等
、
旧
新
庄
町
の
地
方
自
治
伸
展
に
貢

献
し
た
こ
と
に
対
し
、
y
村
富
孝
氏
（
北
花
内
）
が
、
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「「
藍藍
綬綬
褒褒
章章
受受
章章
」」

大
和
高
田
市
商
工
会
議
所
副
会
頭
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
商
店
街
の
活
性
化
や
中
小
小
売
商
業

高
度
化
事
業
の
推
進
等
、
地
域
の
商
工
業
の
発
展

に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
、
中
井
隆
男
氏
（
染
野
）

が
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「「
瑞瑞
宝宝
単単
光光
章章
受受
章章
」」

「「
瑞瑞
宝宝
単単
光光
章章
受受
章章
」」

元
奈
良
県
警
警
部
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
し
た
こ
と
に
対

し
、
岡
邦
高
氏
（
加
守
）
が
、
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

元
奈
良
県
警
警
視
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
し
た
こ
と
に
対

し
、
福
田
可
門
氏
（
北
花
内
）
が
、
瑞
宝
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

y村 富孝 氏
（北花内）

西川 彭 氏
（葛木）

岡 邦高 氏
（加守）

中井 隆男 氏
（染野）

福田 可門 氏
（北花内）
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葛
城
市
の
市
民
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
市
歌
を
制
作
す
る

た
め
、
平
成
17
年
５
月
１
日
か

ら
、
明
る
い
未
来
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
「
歌
詞
」
を
募
集
し
、

全
国
か
ら
１
３
３
作
品
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
委
員
10
名
に

よ
る
選
考
委
員
会
を
３
回
に
わ

た
り
開
催
し
、
慎
重
に
選
考
し

た
結
果
、
北
川
康
宏
さ
ん
（
大

阪
市
福
島
区
）
に
よ
る
「
緑
の

風
」
が
最
優
秀
作
品
と
決
定
し

ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
葛
城
市
の
景

色
や
文
化
を
織
り
込
み
な
が
ら
、

未
来
を
め
ざ
し
て
躍
進
し
て
ゆ

く
姿
を
、
判
り
易
い
シ
ン
プ
ル

な
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
今
後
、
こ
の
歌
詞
に
作

曲
を
依
頼
し
て
、
市
歌
と
し
て

皆
さ
ま
に
発
表
し
て
ま
い
り
ま

す
。

菊
の
季
節
の
訪
れ
と
と
も
に
、『
第

一
回
葛
城
市
菊
花
展
』
が
開
催
さ
れ
、

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
多
数
の
大
作
・

大
輪
菊
が
新
庄
庁
舎
、
當
麻
庁
舎
の
展

示
会
場
に
美
し
く
飾
ら
れ
ま
し
た
。

展
示
会
場
一
帯
で
は
、
菊
の
香
り
と

鮮
や
か
な
花
の
色
が
周
辺
の
景
色
に
彩

り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
観
賞
菊
の
品
評
会
が
開
催
さ

れ
、
下
記
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
、
そ
の

優
秀
花
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
葛
城
市
菊
花
展
受
賞
者

【
敬
称
略
】

奈
良
県
知
事
賞
　
　
　
山
本
　
公
次

葛
城
市
長
賞
　
　
　
　
山
本
　
武
文

奈
良
県
議
会
議
長
賞
　
山
本
　
楢
征

葛
城
市
議
会
議
長
賞
　
増
田
　
順
弘

奈
良
県
教
育
長
賞
　
　
倉
本
　
絹
代

葛
城
市
教
育
長
賞
　
　
河
合
　
正
吉

奈
良
県
中
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

中
川
加
容
子

国
華
園
賞
　
　
　
　
　
山
本
　
公
次

全全
国国
社社
会会
福福
祉祉
協協
議議
会会
会会
長長
表表
彰彰

11
月
４
日
、
平
成
17
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
板
橋
惠
美
子
氏
（
新
庄
）

が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
と
し
て
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
22
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
常
に
地
域
の
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
、
福
祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
は
新
庄
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議

会
の
副
会
長
と
し
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の
運
営
に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
こ
の
受
賞
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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文文
化化
とと
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
まま
つつ
りり

11
月
３
日
、
葛
城
市
役
所
當
麻
庁
舎
周
辺
駐
車
場

お
よ
び
當
麻
文
化
会
館
で
、「
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
早
朝
か

ら
各
団
体
の
方
々
が

模
擬
店
の
準
備
等
を

さ
れ
、
お
ま
つ
り
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

白
鳳
中
学
校
の
生

徒
や
保
護
者
の
方
達

に
よ
る
南
中
ソ
ー
ラ

ン
の
迫
力
あ
る
踊
り

や
當
麻
太
鼓
白
鳳

座
、
か
つ
ら
ぎ
太
鼓

保
存
会
、
子
ど
も
太

鼓
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
集
ま

っ
た
人
た
ち
は
熱
心
に
観
覧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

各
種
模
擬
店
や
大

道
芸
人
の
シ
ョ
ー
に

く
わ
え
、
農
村
広
場

で
は
、
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
同
時

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
が
楽
し
め
る
秋

晴
れ
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

木木
工工
教教
室室

10
月
21
日
、
は
じ
か
み
保
育
園
で
木
工
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

４
〜
６
歳
の
園
児
53
人
が
、
廃
材
を
使
っ
て
顔
や
動
物

作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を
務
め
た
生
野
名
興
さ
ん
（
柿

本
）
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
木
の
ぬ
く
も
り
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
木
工
を
通
じ

て
自
然
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

秋秋
のの
防防
火火
パパ
レレ
ーー
ドド11

月
９
日
、
市
消
防
団
・
消

防
署
の
合
同
で
秋
季
火
災
予
防

運
動(

11
月
９
日
〜
15
日)

の
一

環
と
し
て
、
防
火
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
署
で
の
出
発
式
の
後
、

広
報
車
を
先
頭
に
第
１
分
団
か

ら
第
６
分
団
と
消
防
署
に
よ

り
、
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
住
民

み
な
さ
ん
に
火
災
予
防
を
訴
え

ま
し
た
。

葛葛
城城
歌歌
壇壇
発発
表表
会会

11
月
13
日
（
日
）、
歴
史
博
物
館
あ
か
ね
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
葛
城
歌
壇
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
の
部
と
一
般
の
部
の
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
後
、
選
者
に
よ
る
出
詠
作
品
の
講
評
が
あ
り
、
参
加
者

ら
は
選
者
の
話
に
耳
を
傾
け
、
中
に
は
熱
心
に
メ
モ
を
取

る
人
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
葛
城
市
内
を
始
め
日
本
各
地
や
ブ
ラ
ジ
ル
・

ア
メ
リ
カ
か
ら
も
応
募
が
あ
り
、
特
に
外
国
か
ら
の
作
品

に
は
、
故
郷
を
懐
か
し
む
気
持
ち
を
歌
に
し
た
も
の
が
多

く
、
作
者
の
故
郷
を
愛
す
る
心
が
偲
ば
れ
ま
す
。

ヒヒ
ョョ
ウウ
タタ
ンン
絵絵
付付
けけ
教教
室室

笛
吹
区
で
は
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
栽
培
や
絵
付
け
指
導
に
住
民

が
協
力
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
y
川
市
長
も
初

め
て
参
加
し
延
べ
約
45
人
が
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
た
今
西
真
理
子

さ
ん
は
、「
趣
味
の
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
が
、
区
民
の
親
睦
に
貢

献
で
き
て
嬉
し
い
。」
と
話
し
、

笛
吹
区
長
は
、「
地
区
の
共
生

の
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ひ
ょ
う
た
ん
の
里

で
葛
城
市
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
い

た
い
。」
と
抱
負
を
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
。



7 広報「 」平成17年12月号

松松
尾尾
芭芭
蕉蕉
のの
陶陶
像像
でで
観観
光光
ＰＰ
ＲＲ

陶
芸
家
中
井
二
上
さ
ん
（
染
野
）
が

「
観
光
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て
も
ら
い
た
い
」
と

松
尾
芭
蕉
の
陶
像
と
陶
板
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

芭
蕉
は
門
下
の
千
里
が
住
む
竹
内
を

幾
度
も
訪
問
し
、「
綿
弓
や
琵
琶
に
な
ぐ

さ
む
竹
の
奥
」
と
詠
み
ま
し
た
。
こ
の

句
碑
が
綿
弓
塚
に
在
り
ま
す
。

陶
像
は
新
庄
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
、

陶
板
は
綿
弓
塚
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

柿柿
？？
のの
実実

ド
ラ
え
も
ん
の
様
な
形
を
し
た
柿
の
実
が
な
り
ま
し
た
。
場
所

は
、
疋
田
の
高
塚
勲
さ
ん
方
の
庭
で
約
２
０
０
個
実
を
つ
け
た
内

の
１
つ
で
す
。

県
果
樹
振
興
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
と
、
柿
は
変
形
す
る
こ

と
が
少
な
い
の
で
こ
の
よ
う

な
形
は
特
に
珍
し
い
。
開
花

時
に
何
か
異
変
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
。

當當
麻麻
商商
工工
まま
つつ
りり

11
月
20
日(

日)

農
村
広
場
で
、「
當
麻
商
工
ま
つ
り
」

（
當
麻
商
工
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ア
ラ
・
ブ
レ
ー
ヴ
ェ
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
や
白
鳳
座
に

よ
る
太
鼓
演
奏
、
地
場
産
品
で
あ
る
竹
炭
・
陶
芸
・
衣
料

品
の
販
売
な
ど
多
彩
な
催
し
が
あ
り
約
５
千
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

吉
村
清
治
会
長
は
、「
会
が
地
域
の
み
な
さ
ん
と
協
力

し
、
新
市
の
経
済
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
。」
と
語
れ
て
い
ま
し
た
。

11
月
20
日(

日)

、
葛
城
市
綱
引
大
会
が
市
民
体

育
館
で
、
男
子
の
部
（
７
チ
ー
ム
）、
女
子
の
部

（
４
チ
ー
ム
）、
男
女
混
合
の
部
（
13
チ
ー
ム
）、
小

学
生
の
部
（
６
チ
ー
ム
）
の
計
30
チ
ー
ム
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

綱綱

引引

大大

会会

《
男
子
の
部
》

優
　
勝
　
中
戸
　

準
優
勝
　
葛
城
市
役
所
Ａ

第
３
位
　
葛
城
市
役
所
Ｂ

第
３
位
　
西
辻

《
女
子
の
部
》

優
　
勝
　
忍
海
つ
の
さ
し

準
優
勝
　
當
麻
け
は
や
レ
デ
ィ
ー
ス

第
３
位
　
西
辻

《
男
女
混
合
の
部
》

優
　
勝
　
忍
海

準
優
勝
　
つ
か
は
ら
整
骨
院

第
３
位
　
忍
海
小
学
校
・
同
附
属

幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
Ｂ

第
３
位
　
新
庄
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

《
小
学
生
の
部
》

優
　
勝
　
新
庄
小
学
校
野
球
部

準
優
勝
　
新
庄
小
学
校
野
球
部

第
３
位
　
新
庄
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
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平成18年度（平成17年分の収入）からの主な税法改正は下記のとおりです。

① 公的年金控除額が改正されます。
なお、65歳未満の方については現行どおりです。

受給者の年齢 平成17年度まで 平成18年度から
その年中の公的年金等 その年中の公的年金等
の収入金額の合計額(A)     公的年金控除額 の収入金額の合計額(A)    公的年金控除額

65歳以上の方 260万円以下 140万円 330万円以下 120万円

(昭和16年1月 260万円超460万円以下 (A)×25％+75万円 330万円超410万円以下 (A)×25％+37万5千円

1日以前生まれ 460万円超820万円以下 (A)×15％+121万円 410万円超770万円以下 (A)×15％+78万5千円

の方) 820万円超 (A)×5％+203万円 770万円超 (A)×5％+155万5千円

※ 公的年金所得の計算方法　　公的年金収入金額 － 公的年金控除額 ＝ 公的年金所得

公的年金収入金額300万円（68歳）の場合

公的年金収入金額 公的年金控除額 公的年金所得

平成17年度 300万円　 150万円(300万円×25％+75万円) 150万円(300万円－150万円)

平成18年度 300万円　 120万円 180万円(300万円－120万円)

②老年者控除が廃止されます

昭和15年1月1日以前生まれの方に適用されていた老年者控除が、平成18年度から廃止になり
ます。

平成17年度まで 平成18年度から
（平成17年分所得）

所 得 税　50万円控除 廃　止
市県民税　48万円控除

③老年者非課税措置の見直し

平成17年1月1日現在65歳以上の方（昭和15年1月2日以前生まれの方）で、合計所得金額が
125万円以下の方に適用されていた、市県民税の老年者非課税措置が、次のとおり段階的に廃止
されます。

平成18年度 市県民税額の3分の2を減額
平成19年度 市県民税額の3分の1を減額
平成20年度以降 減額なし

◎詳しくは、税務課まで。

受給者の年齢

廃　止

平成17年度まで

公的年金控除額公的年金控除額
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国民健康保険の加入者で、長い間会社や役所などに勤め、厚生年金保険や共済組合船員保険な
どから年金を受けられる人とその家族は、老人保健制度の適用を受けるまで「退職者医療制度」
で医療を受けることになります。

本人（以下項目にすべてあてはまる人）
◇ 国民健康保険に加入している人。
◇ 老人保健法の適用を受けていない人。
◇ 厚生年金や各種共済組合などから老齢（退職）年金を受けている人で、これら
の年金加入期間が20年以上もしくは40歳以後の加入期間が10年以上ある人。（た
だし、国民年金は除きます。）

扶養親族
◇ 退職被保険者本人の配偶者（事実上婚姻関係と同様の事情にある人も含む。）及
び三親等内の親族で、本人と同世帯で、主に本人の収入によって生活している人。

退職者医療制度は年金の受給資格が発生した日から適用となります。年金証書を受け取ったら
14日以内に届け出ましょう。

届出に必要なもの ◎国民健康保険証　　◎認め印　　◎年金証書

◆ 老人保健法の医療を受けることができるとき。
◆ 退職被保険者本人が亡くなったとき。（この場合、扶養家族は一般の国保の被保険者に
なります。）
◆ 再び社会保険の資格を得られたとき。

◎詳しくは市民課まで。

奈良県内の医療機関で支払われた医療費について、毎月25日（休日の場合は翌日）に、8月診
療分は11月助成として、9月診療分は12月助成として、受診月の3ヵ月後を原則として、自動償
還方式により助成を開始しています。
自動償還方式で助成対象となる医療費は、8月以降県内の医療機関で医療費受給資格証を提示

して受診した医療費となっています。県外で受診された場合や医療費受給資格証を提示せずに受
診された場合は、医療費助成金交付申請書による申請が必要となりますのでご注意ください。
なお、助成金支給の詳細通知については、3ヵ月に1回を予定していますので、11月助成から

の詳細通知は1月下旬に送付 予定となっています。
◎詳しくは市民課まで。
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

葛
城
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
（
以
下
「
葛
城
市
人
推
協
」）
が
本
年

４
月
に
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
早
や
８
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
合
併
前

は
12
月
４
日
〜
10
日
ま
で
の
「
人
権
週
間
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
新

庄
町
人
推
協
は
「
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
當
麻
町
人
推
協
は
「
人
権

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
、
新
し
く
葛
城
市
人
推
協
が
誕
生
し
た
の
を
契
機
に
、「
葛
城
市

人
推
協
研
究
大
会
」
と
し
て
、「
人
権
週
間
」
の
取
り
組
み
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
本
年
度
は
「
講
演
形
式
」
で
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
時：

12
月
３
日
（
土
）

【
受
付
】
午
後
１
時
　
【
開
会
】
午
後
１
時
30
分
　

▼
場
　
所：

あ
か
ね
ホ
ー
ル
（
葛
城
市
歴
史
博
物
館
内
）

▼
講
　
師：

J
・
A
・
T
・
D
に
し
ゃ
ん
た
（
タ
レ
ン
ト
、
経
済
学
博
士
）

▼
テ
ー
マ：

「
国
際
交
流
は
も
う
古
い
。
急
げ
！
民
際
交
流
と
他
文
化
共
生
」

（
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
。
１
９
６
９
年
生
ま
れ
。
高
校
時
代
の
１
９
８
７
年
に

初
来
日
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
日
本
へ
留
学
し
、
商
学
や
経
済
学
を
学
ぶ
。

武
道
に
も
強
い
興
味
を
持
ち
、
現
在
空
手
４
段
、
拳
法
２
段
、
柔
道
初
段
。

経
済
的
に
は
豊
か
で
も
大
切
な
の
は
真
の
心
の
豊
か
さ
…
、
日
本
に
つ
い

て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
り
ま
す
。

現
在
、
山
口
県
立
大
学
専
任
教
員
と
し
て
、
ま
た
テ
レ
ビ
出
演
、
執
筆
活

動
と
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
主
な
出
演
番
組
）

「
た
か
じ
んO

N
EM
A
N

」、「
あ
つ
ま
り
ー
な
大
阪
」、「
笑
顔
の
一
皿
」

「
と
っ
て
お
き
関
西
」
等
、
そ
の
他
多
く
の
番
組
に
出
演
。

◎
詳
し
く
は
、
人
権
政
策
課
ま
で
。

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
及
び
自
由
を
遵
守
し
確
保
す
る
た

め
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
目

標
と
し
て
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連
合

（
以
下
「
国
連
」
と
い
う
）
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
（H

um
an
R
ights

D
ay

）」
と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁

護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
従
来
か
ら
、
関
係
機
関

等
の
協
力
を
得
て
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
）
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え

る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
年
も
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
第
57
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、
広

く
国
民
に
人
権
デ
ー
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜
」

▼
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
▼
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▼
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

▼
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

▼
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

▼
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▼
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▼
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▼
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

▼
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

▼
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▼
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

（
人
権
政
策
課
）
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■
第
１
回
市
内
各
種
団
体
対
抗
及
び
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
９
月
４
日：

農
村
広
場
他
）

【
男
子
の
部
】
優
勝：

市
役
所
、
準
優
勝：

當
麻
地

区
体
育
協
会
、
第
３
位：

當
麻
商
工
会
・
白
鳳
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
女
子
の
部
】
優
勝：

當
麻
地
区
体
育
協
会
、
準
優

勝：

白
鳳
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
第
３
位：

磐
城
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
當
麻
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

■
第
14
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
（
９
月
４
日：

大
阪
市
）

【
５
年
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
準
優
勝：

吉
田
　
夢

（
當
麻
）、
宮
内
麻
伊
（
長
尾
）〔
全
国
大
会
出
場
〕

■
第
24
回
奈
良
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会
（
10
月
９
日：

大
和
高
田
市
総
合
体
育
館
）

【
女
子
団
体
戦
】
準
優
勝：

當
麻
ス
ポ
少
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部

■
秋
季
球
技
大
会
（
新
庄
地
区
）（
10
月
30
日
、
11

月
６
日
、
13
日：

市
民
体
育
館
他
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
】
優
勝：

山
本
篤
志

（
南
道
穂
）
・
吉
村
一
貴
（
北
花
内
）、
準
優
勝：

押

方
利
治
（
疋
田
）
・
吉
村
拓
馬
（
新
庄
）、
第
３
位

下
村
貢
平
（
南
道
穂
）
・
安
田
貴
博
（
南
道
穂
）、

粟
津
山
人
（
大
屋
）
・
福
井
祥
太
（
南
道
穂
）

【
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
】
優
勝：

坂
谷
　
藍

（
西
辻
）
・
平
山
真
理
（
北
花
内
）
準
優
勝
　
小
西

愛
美
（
柿
本
）
・
小
走
理
紗
（
新
村
）、
第
３
位

入
江
夏
実
（
疋
田
）
・
藤
村
真
衣
（
新
庄
）、
上
野

結
衣
（
北
花
内
）
・
杉
田
友
里(

北
花
内)

【
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
】
優
勝：

喜
多
　
聡

（
疋
田
）
・
堺
　
至
暢
（
橿
原
市
）、
準
優
勝：

多
田

正
明
（
林
堂
）、
森
井
茂
行
（
東
大
阪
市
）、
第
３

位：

山
上
雅
之
（
南
道
穂)

・
山
上
智
也
（
南
道
穂
）、

北
原
勝
正
（
林
堂
）
・
砂
川
誠
一
（
林
堂
）

【
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
】
優
勝：

実
盛
か
お
る

（
北
花
内
）
・
林
谷
み
つ
子
（
南
花
内
）、
準
優
勝：

真
柴
千
恵
（
南
道
穂
）
・
山
中
登
子
（
南
花
内
）、

第
３
位
　
松
尾
妙
子
（
西
室
）
・
浦
島
美
空
（
疋
田
）、

西
本
和
子
（
大
屋
）
・
城
下
和
賀
子
（
疋
田
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝：

Ｋ
Ｌ
Ｃ
、
準
優
勝：

な
か
よ
し

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【
中
学
生
の
部
】
優
勝：

山
崎
絢
子
（
白
鳳
中
）
・

木
村
亜
矢
（
白
鳳
中
）、
準
優
勝：

横
山
由
佳
（
白

鳳
中
）
・
吉
田
　
萌
（
白
鳳
中
）、
第
３
位：

杉
岡

美
知
（
白
鳳
中
）
・
吉
田
衣
里
（
白
鳳
中
）

【
一
般
男
子
１
部
】
優
勝：

吉
田
陽
介
（
八
川
）
・

佐
藤
洋
輔
（
北
花
内
）、
準
優
勝：

和
田
多
持
（
中

戸
）
・
佐
藤
信
次
（
北
花
内
）、
第
３
位：

奥
野
秀

樹
（
南
道
穂
）
・
長
吉
弘
樹
（
林
堂
）

【
一
般
女
子
１
部
】
優
勝：

亀
田
直
子
（
新
町
）
・

吉
村
正
一
（
尺
土
）、
準
優
勝：

巽
　
啓
（
疋

田
）
・
治
田
康
余(

柿
本)

、
第
３
位：

小
松
裕
美

(

北
花
内)

・
佐
藤
は
る
み(

北
花
内)

【
一
般
混
合
１
部
】
優
勝：

吉
村
正
一
（
尺
土
）
・

小
松
裕
美
（
北
花
内
）、
準
優
勝：

巽
　
啓
（
疋

田
）
・
亀
田
直
子
（
新
町
）、
第
３
位：

中
井
戸
資

廣
（
南
道
穂
）
・
中
山
典
哉
（
疋
田
）

【
一
般
男
子
２
部
】
優
勝：

赤
木
基
延
（
疋
田
）
・

小
西
正
美
（
西
室
）、
準
優
勝：

浦
野
文
男
（
笛

堂
）
・
宮
崎
　
奨
（
疋
田
）

【
一
般
女
子
２
部
】
優
勝：

小
西
和
子
（
西
室
）
・

貝
崎
啓
子
（
疋
田
）、
準
優
勝：

仲
川
純
子
（
南
今

市
）
・
岸
本
美
奈
子
（
忍
海
）、
第
３
位：

浦
野
敏

栄
（
笛
堂
）
・
喜
多
住
香
（
疋
田
）

【
一
般
混
合
２
部
】
優
勝：
小
西
正
美
（
西
室
）
・

花
谷
真
由
美
（
忍
海
）、
準
優
勝：

大
川
　
慧
（
新

庄
）
・
北
村
優
佳
（
北
花
内
）、
第
３
位：

紺
谷
奈

央
（
笛
堂
）
・
杉
井
公
美
（
北
花
内
）

●
テ
ニ
ス

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
優
勝：

西
川
雅
子
（
北
花

内
）
・
堀
田
明
美
（
疋
田
）、
準
優
勝：

西
川
登
志

恵
（
寺
口
）
・
池
田
博
子
（
竹
内
）、
第
３
位：
中

村
京
子
（
忍
海
）
・
高
谷
尚
子
（
忍
海
）、
吉
川

操
（
新
庄
）
・
幸
田
純
永
（
林
堂
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
優
勝：

新
熊
　
光
（
八
川
）
・

堀
田
普
也
（
疋
田
）、
準
優
勝：

吉
田
尚
史
（
疋

田
）
・
藤
井
隼
一
（
新
庄
）、
第
３
位：

細
川
修
一

（
疋
田
）
・
細
川
修
一
（
疋
田
）、、
西
尾
　
茂

（
薑
）
・
中
沢
進
二
（
薑
）

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】
優
勝：

西
川
登
志
恵
（
寺

口
）
・
新
熊
　
光
（
八
川
）、
準
優
勝：

堀
田
明
美

（
疋
田
）
・
竹
橋
正
明
（
葛
木
）、
第
３
位：

酒
井
克

子
（
疋
田
）
・
本
井
孝
純
（
疋
田
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
優
勝：

吉
田
尚
史
（
疋
田
）、

準
優
勝：

中
　
公
宏
（
疋
田
）、
第
３
位：

吉
村
祐

哉
（
新
庄
）
・
小
林
宏
明
（
西
辻
）

■
秋
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
當
麻
地
区
）（
10
月

30
日
、
11
月
６
日
　
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他
）

●
卓
球

【
男
子
１
部
シ
ン
グ
ル
ス
】
優
勝：

亀
田
幸
秀
（
八

川
）、
準
優
勝：

桜
井
亮
康
（
長
尾
）、
第
３
位：

長

島
正
英
（
長
尾
）

【
女
子
１
部
シ
ン
グ
ル
ス
】
優
勝：

西
川
孝
子
（
忍

海
）、
準
優
勝：

西
川
勝
江
（
加
守
）、
第
３
位：

竹

下
キ
ク
エ
（
兵
家
）

【
男
子
２
部
シ
ン
グ
ル
ス
】
優
勝：

長
谷
川
武
彦

（
加
守
）、
準
優
勝：

音
無
知
展
（
兵
家
）、
第
３

位：

中
田
拓
人
（
疋
田
）

【
女
子
２
部
シ
ン
グ
ル
ス
】
優
勝：

大
脇
よ
し
子

（
長
尾
）、
準
優
勝：

藪
中
啓
子
（
當
麻
）、
第
３

位：

田
渕
芳
枝
（
長
尾
）

●
柔
道

【
幼
稚
園
の
部
】
優
勝：

石
田
航
大
（
加
守
）、
準
優

勝：

新
内
智
子
（
加
守
）、
第
３
位：

松
倉
孝
尚

（
南
今
市
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】
優
勝：

高
橋
周
司
（
加
守
）、

準
優
勝：

石
田
久
都
（
加
守
）、
第
３
位：

巽
　
一

磨
（
加
守
）

【
小
学
生
中
学
年
の
部
】
優
勝：

井
上
理
玖
（
兵
家
）、

準
優
勝：

幸
田
貴
成
（
尺
土
）、
第
３
位：

米
田
彩

乃
（
今
在
家
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】
優
勝：

西
尾
優
吾
（
竹
内
）、

準
優
勝：

横
山
友
亮
（
加
守
）、
第
３
位：

間
井
谷

洋
祐
（
長
尾
）

【
小
学
生
団
体
の
部
】
優
勝：

新
内
智
子
（
加

守
）
・
巽
　
一
磨
（
加
守
）
・
高
橋
周
司
（
加

守
）
・
井
上
理
玖
（
兵
家
）
・
横
山
友
亮
（
加

守
）
・
山
本
　
寛
（
竹
内
）、
準
優
勝：

高
橋
篤
司

（
加
守
）
・
石
田
雅
稀
（
勝
根
）
・
幸
田
貴
成
（
尺

土
）
・
河
内
健
太
郎
（
加
守
）
・
間
井
谷
洋
祐
（
長

尾
）、
第
３
位：

松
倉
孝
尚
（
南
今
市
）
・
石
田
航

大
（
加
守
）
・
石
田
久
都
（
加
守
）
・
米
田
彩
乃

（
今
在
家
）
・
西
尾
優
吾
（
竹
内
）

●
テ
ニ
ス

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
優
勝：

高
垣
秀
之
（
竹
内
）
・

井
上
親
一
（
尺
土
）、
準
優
勝：

山
田
信
生
（
尺

土
）
・
厚
東
修
治
（
竹
内
）、
第
３
位：

安
東
章
夫

（
兵
家
）
・
山
口
謙
四
郎
（
兵
家
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
優
勝：

越
部
孝
佳
代
（
北
花

内
）
・
大
垣
希
容
子
（
尺
土
）、
準
優
勝
　
葛
本
悌

子
（
太
田
）
・
坂
倉
佳
代
（
長
尾
）、
第
３
位
　
西

田
潮
栄
（
八
川
）、
野
崎
禎
子
（
今
在
家
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
優
勝：

葛
本
和
格
（
太
田
）
・

井
上
友
子
（
八
川
）、
準
優
勝：

上
田
　
夫
（
加

守
）
・
金
沢
　
滋
（
當
麻
）、
第
３
位：

井
上
隆
章

（
尺
土
）
・
酒
井
鈴
子
（
竹
内
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
優
勝：

落
合
知
子
（
長
尾
）
・

広
辻
玲
子
（
南
今
市
）、
準
優
勝：

山
田
早
織
（
南

今
市
）
・
富
岡
桂
子
（
太
田
）、
第
３
位：

林
　
美

栄
子
（
南
今
市
）
・
仲
川
眞
美
（
尺
土
）

【
小
学
生
ダ
ブ
ル
ス
】
優
勝：

中
川
奈
美
（
當

麻
）
・
岡
　
鈴
香
（
加
守
）、
準
優
勝：

會
　
睦
美

（
長
尾
）
・
川
本
未
歩
（
加
守
）、
第
３
位：

隠
岐
美

聡
（
八
川
）
・
桝
井
友
加
里
（
加
守
）

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優
勝：

市
田
和
久
（
兵
家
）
・
中
谷
嘉
行
（
兵

家
）
・
大
森
庄
蔵
（
竹
内
）
・
松
浦
貴
美
子
（
當

麻
）
・
阪
口
し
ず
子
（
兵
家
）
・
吉
池
　
卓
（
兵
家
）、

準
優
勝：

土
橋
日
出
男
（
南
今
市
）
・
吉
村
弘
子

（
南
今
市
）、
吉
川
正
治
（
南
今
市
）
・
仲
田
ミ
サ
ノ

（
南
今
市
）
・
仲
川
　
治
（
南
今
市
）
・
吉
村
清
晴

（
南
今
市
）、
第
３
位：

石
橋
宗
忠
（
新
在
家
）
・
中

谷
健
吉
（
新
在
家
）
・
辻
本
隆
雄
（
染
野
）
・
藤
田

宗
親
（
新
在
家
）
・
藤
田
房
夫
（
新
在
家
）
・
山
本

明
光
（
新
在
家
）

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
勝：

白
鳳
ク
ラ
ブ
シ
ニ
ア
、
準
優
勝：

白
鳳
ク
ラ

ブ
ヤ
ン
グ
、
第
３
位：

Ｂ
・
Ｂ
・
Ｃ

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

優
勝：

高
橋
宗
匡
（
加
守
）、
準
優
勝：

中
島
　
巌

（
兵
家
）、
第
３
位：

中
谷
嘉
行
（
兵
家
）

【敬称略】
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平成17年12月1日～平成18年1月10日 新庄文化会館（マルベリーホール） 

12

 
 1

  4
 

 

18 

24 

25 

 
 8

日
 

 

日 

土 

日 

日 

無　料 

（要整理券） 

無　料 

無　料 

（要整理券） 

有　料 

おかあさんといっしょ宅配便 
「ぐ～チョコランタン小劇場」 
第11回ミュージック・フェスティバル 
葛城市民劇団「風塾」第9回公演 
　　「 ゆ き と 鬼 ん べ 」 
「みんないいこだよ。」ファミリーシアター 
しまじろう　うみの　だいぼうけん 

1回目  13：00～ 

2回目  15：30～ 

14：00～ 

14：00～
 

 

12：30～ 

15：30～ 

9：00～13：00

葛城市・NHK奈良放送局
 

 

第11回ミュージック・フェスティバル実行委員会 

葛城市民劇団風塾 

葛城市 

69-3001【企画調整課】
 

 

69-4600【新庄文化会館内】 

48-2811【生涯学習課】 

69-4600【新庄文化会館】 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

展示室（マルベリーホール） 

69-464612   5 月 葛城市立新庄図書館絵本講座 関係者 葛城市立新庄図書館 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

10：45～ 

  9：30～ 

當麻文化会館 

48-2059【當麻小学校】 

48-2801【生涯学習課】 

12 

  1

  9 

  9

金 

祝 

當麻小学校文化鑑賞会 

葛城市成人式 

関係者 

関係者 

葛城市教育委員会 

葛城市教育委員会 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

◎お問い合わせ　 新庄文化会館　TEL69－4600 當麻文化会館　TEL48－5000
☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
準備、リハーサル等での使用に関しては本表に記載しておりません。詳細については、
主催者にお問い合わせください。

休休休休
館館館館
日日日日

に白字は休館日。

新庄文化会館

當麻文化会館
1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829 31

31

30

金 土木 金 土木水火水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930
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図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
パソコンで困ったときに開く本 朝日新聞社 ○
図書館を使い倒す！ 千野　信浩 ○
美智子皇后と雅子妃 福田　和也 ○
中高生のためのアメリカ理解入門 渡部　淳 ○
わが子に教える作文教室 清水　義範 ○
プレ更年期から始めよう 対馬ルリ子 ○
ホームベーカリーで作るパンとお菓子100のレシピ　 ヴィッキー･スモールウッド ○
パソコンでつくる年賀状　2006年版 日本放送出版協会 ○ ○
第四の射手 鳴海　章 ○
★クロポリス　上・下 恩田　陸 ○ ○
★日本の地理21世紀 高橋　伸夫 ○ ○
★土をつくる生きものたち 谷本　雄治 ○ ○
★人形のおりがみ 桃谷　好英 ○
★ごきげんぶくろ 赤羽じゅんこ ○
★衣世梨の魔法帳まいごの幽霊 那須　正幹 ○
★小さい牛追い マリー・ハムズン ○
★じろじろぞろぞろ 九州国立博物館 ○
★まっくらなよるとばくのムー むらかみひとみ ○
★世界を旅する「大迷路」 アンナ・ニルセン ○
★どろんこ アラン・メッツ ○

1 21 2 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

12
月
10
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
ミ
ス
タ
ー
・
イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル
』

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
新
庄
図
書
館

日
時：

12
月
24
日(

土)

午
前
10
時
〜
　
　

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

《
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

人
形
劇
…
オ
オ
カ
ミ
と
七
ひ
き
の
こ
や
ぎ

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
…
10
ぴ
き
の
こ
ね
ず
み

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
…
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
ク
リ
ス
マ
ス

大
型
絵
本
…
し
り
と
り
の
だ
い
す
き
な
お
う
さ
ま

★
當
麻
図
書
館

日
時：

12
月
４
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
へ
や

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

手
袋
人
形
…
コ
カ
の
カ
メ

お
話
…
世
界
で
い
ち
ば
ん
き
れ
い
な
声

絵
本
…
コ
ロ
ち
ゃ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
話
…
き
つ
ね
の
井
戸

絵
本
…
わ
す
れ
ら
れ
な
い
お
く
り
も
の

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎お問い合わせ　 新庄図書館　TEL69－4646 當麻図書館　TEL48－6000

休休休休
館館館館
日日日日

に白字は休館日。 に色字は図書館整理休館日。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829 31

31

30

金 土木 金 土木水火水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930當麻図書館

新庄図書館

メトロポリタン美術館版
クリスマスキャロル
デイヴィド・ウィルコックス／編集・編曲
原　恵・北村宗次/日本語監修　　

クリスマス辞典
国際機関日本サンタピア委員会／監修

クリスマスを考える会/構成

こ
の
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
キ
ャ
ロ
ル
と
ク
リ

ス
マ
ス
の
賛
美
歌
は
、
長
い
年
月
を
経
て
人
々
に

親
し
ま
れ
続
け
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

数
々
の
キ
ャ
ロ
ル
と
と
も
に
、
挿
絵
と
し
て
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
の
絵
画
、
彫
刻
、
木

版
画
の
名
作
を
添
え
て
あ
り
ま
す
。
音
楽
の
み
な

ら
ず
、
美
術
書
と
し
て
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
っ
て
な
あ
に
？
」
こ
の
質
問
に

困
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
一
読
を
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
説
明
か
ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
へ
の
手

紙
の
出
し
方
ま
で
、
や
さ
し
い
言
葉
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
用
語
の
説
明
と
と
も
に
、
使
わ
れ
て
い

る
絵
や
写
真
も
選
り
す
ぐ
り
の
美
し
い
も
の
ば
か

り
で
す
。

赤
い
表
紙
に
白
抜
き
の
柊
の
葉
が
ク
リ
ス
マ
ス

気
分
を
盛
り
立
て
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
３
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
、
ブ

ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で
は
、
延
べ
６

１
０
人
の
方
に
３
、
１
５
８
冊
の
資
料
を

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
図
書
館
）
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年末年始の火災予防に努めましょう！
《年末特別警戒実施》

本年も残すところ、あと一ヵ月となりました。
年末のあわただしい日が続くと共に寒さも増し、暖房器具等を取扱う機会も多くなります。火災はちょっと

した気のゆるみや、不注意により発生しておりますが、放火及び放火の疑いのある火災も年々増加の傾向にあ
ります。
皆さん一人ひとりが防火意識をより一層深め、忙しいときこそ火の元の点検等を確実にして「火の用心」に

努めましょう。
消防署では火災の予防及び火災の早期発見に努めるため、今月の20日から31日まで年末特別警戒を実施し

ます。

《火災のない年末年始を迎えるために》
● 寝タバコやタバコの投げ捨てはしないようにしましょう。
● ストーブには燃えやすい物を近づけないようにしましょう。
● 天ぷらを揚げるときは、その場を離れないようにしましょう。
● 子どもにマッチやライターで遊ばせないようにしましょう。
● 家の周りに燃えやすい物を置かないようにしましょう。
● 外出前や寝る前には必ず火の元を確かめましよう。
● 風の強いときは、たき火をしないようにしましょう。

☆★119コーナー ☆★ 10月中火災…０件 救急… 91件 救助… 4件
本年の累計 火災…８件 救急…1,035件　 救助…20件

《年末年始特別警戒実施中》
年末年始は各種犯罪が多発する傾向にあります。安全で安心な年末年始を過ごすために

次のことに注意しましょう。

★ドロボーは「 」「 」「 」が苦手です★
お留守にされる時やお休みの際は、雨戸を閉めて確実に施錠する。
裏出入り口や窓付近にセンサーライト、防犯カメラなどを取り付ける。
窓などには侵入防止用ブザー（簡易警報装置）などを取り付ける。

ことがドロボーの侵入をある程度防止できる簡単な防犯対策です。具体的には…
◆玄関・勝手口などの出入り口については
・二つ以上の錠をつけるなど、ワンドア・ツーロックにしましょう。
・ドアの鍵穴に特殊な工具を差し込んで鍵を開けるピッキングに対しては防犯性能の高い施錠を取り
付けましょう。

・玄関ドアの外側から小穴を開けるなどして、内側のドアロック用つまみ（サムターン）を回して侵
入する犯罪を防止のためにサムターンカバーを取り付けましょう。

◆窓については
・施錠忘れが多いので確実に施錠しましょう。・雨戸を閉めて確実に施錠しましょう。
・ガラス戸（窓）の施錠付近のガラスを割り、クレセント錠を開けて侵入するのでクレセント錠以外
に補助錠を付けましょう。

・金融機関で現金を引き出して帰る道中は、人やバイクの接近には特に注意しましょう。
・現金は、出来るだけ肌身につけましょう。・裏通りや暗い道は避け、人通りの多い道をえらびましょう。
・バックなどは、車の通る反対側に持つか、タスキ掛けにしましょう。
・自転車の前カゴに「ひったくり防止用カバー 」などを取り付けましょう。

・車のロックは確実にしましょう。
・車内には、現金・貴重品・カバン・服などを置かず、車内を空っぽにしましょう。
・警報装置の取り付けも有効です。・監視の行き届いた駐車場を選びましょう。

★被害に遭ったり、不審者を見かけた時は、直ぐに１１０番してください。
高田警察署 電話0745－22－0110         
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☆ 健康相談
●日時：12月8日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：12月13日（火）・14日（水）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

11月13日（日）、葛城市新庄健康福祉センターにおきまして、「第1回葛城市健康ふれあいまつ
り ～あなたから地域へ広げる 健康21～」が開催されました。
当日は、好天に恵まれ気持ちの良い秋の一日となりました。
「健康ウォーキング」には、小さなお子さんから高齢の方まで約300人の方が参加され、健康

福祉センターを出発し、屋敷山公園、柿本池を周回する約5㎞のコースを歩きました。皆さん、
移り行く季節を感じながら、それぞれのペースでウォーキングを楽しんでおられました。普段な
かなか運動する機会が少ない方も多数参加され、運動の大切さを再認識するとともに、体を動か
すことの気持ち良さを感じられたようでした。
また、会場内におきましては「健康メニューの試食」「健康21計画推進コーナー」などの健康

に関する様々な催し物が行われました。参加者は、たばこ相談コーナーや、栄養相談コーナー、
福祉情報コーナー、介護相談コーナーなどにおいて熱心に耳を傾けておられました。

健康とは普段の生活習慣によって維持されるものです。運動や食事によって健康状態は大きく
左右されます。「健康ふれあいまつり」を通じて、皆さんが自分の健康管理に少しでも関心を持
っていただけることを願います。
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年年年年 末末末末 年年年年 始始始始 のののの 業業業業 務務務務 内内内内 容容容容

※戸籍に関する届出（出生届、死亡届など）は、宿日直が取り扱いをします。ただし出生届は、
生まれた日を含めて14日以内となっていますが、14日目が12月29日から1月3日までの間に到来
する場合は、1月4日に届出することができます。

○：通常業務日　△：職員は出勤していますが、通常業務は行っていません。 ×：休業日

12/27  12/28  12/29  12/30  12/31   1/1      1/2      1/3      1/4      1/5      1/6
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

戸籍の届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他の業務 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

新庄文化会館 × × × × × × × × △ ○ ○

當麻文化会館 × × × × × × × × △ ○ ○

歴史博物館 × × × × × × × × △ ○ ○

コミュニティセンター × × × × × × × × △ ○ ○

當麻スポーツセンター × × × × × × × × △ ○ ○

新庄図書館 × × × × × × × × △ ○ ○

當麻図書館 × × × × × × × × △ ○ ○

中央公民館 × × × × × × × × △ ○ ○

新庄健康福祉センター ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

當麻保健センター ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

いきいきセンター ○ △ × × × × × × △ ○ ○

福祉総合ステーション △ △ △ △ △ × △ △ ○ ○ ○

ふるさと公園 ○ × × × × × × × × ○ ○

葛城山麓公園 × × × × × × × × ○ ○ ○

相撲館 × × × × × × × × × ○ ○

火葬場 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

ウェルネス新庄 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○



當 　 麻 　 地 　 区
月 日　 曜 ゴミの種類 収集コース

20 月 燃えるゴミ 竹内・兵家と當麻校区
21 火 新聞・雑誌・紙パック 竹内・兵家を除く磐城校区
22 水　 燃えるゴミ 竹内・兵家を除く磐城校区

段ボール・トレー・古布 竹内・兵家と當麻校区
24 金 かん・びん 竹内・兵家と當麻校区

ペットボトル 竹内・兵家を除く磐城校区
22 木　　燃えるゴミ 全域
23 金
24 土
25 日
26 月 燃えるゴミ 竹内・兵家と當麻校区
29 水 燃えるゴミ 竹内・兵家を除く磐城校区

新聞・雑誌・紙パック 竹内・兵家と當麻校区
28 水 かん・びん 竹内・兵家を除く磐城校区
29 木 燃えるゴミ 竹内・兵家と當麻校区
4 火　 ゴミ 當麻校区

ゴミ 磐城校区
4 水 燃えるゴミ 全域
5 木 かん・びん 竹内・兵家と當麻校区
6 金 燃えるゴミ 全域
7 土
8 日
9 月
10 火　　燃えるゴミ 全域

17 広報「 」平成17年12月号

ゴゴゴゴ ミミミミ 収収収収 集集集集 日日日日 のののの 内内内内 容容容容

◎詳しくは、
新庄地区の方は、新庄クリーンセンター TEL（69）3773
當麻地区の方は、當麻クリーンセンター TEL（48）2058 まで。

新庄地区収集コースは下記のとおりになります。
・月曜日コース…疋田・南藤井・寺口・中戸・弁之庄・林堂・山田・平岡・山口・梅室・笛吹・脇田
・火曜日コース…西室・東室・柿本・笛堂・北花内・忍海・薑・新村・新町・南花内・西辻・南新町
・水曜日コース…新庄・葛木・大屋・北道穂・南道穂

◎1月9日（月：成人の日）は祝日ですが、一般家庭ごみ収集については平常通り行います。

★不燃ごみの収集日のお知らせ…1月3日（火）の地区は、6日（金）に変更となります。
【対象地区】：林堂、脇田、忍海、薑、新町、南花内、西辻、南新町

★資源ごみの収集日のお知らせ…1月4日（水）の地区は、7日（土）に変更となります。
【対象地区】：疋田、南藤井、寺口、山田、平岡、山口、梅室、笛吹

12

1

20

21

27

30

19 月

火

水

火

金 燃えるゴミ 竹内・兵家を除く磐城校区

新 　 庄 　 地 　 区
月 日　 曜 ゴミの種類 収集コース

22 木
23 金
24 土
25 日
26 月

28 水
29 木

4 水
5 木
6 金
7 土
8 日
9 月
10日以降は通常通りとなります。

12

1

20

21

27

30

19 月

火

水

火

金

月曜コース

火曜コース

水曜コース

水曜コース

月曜コース

月曜コース

月曜コース

月曜コース

月曜コース

火曜コース

火曜コース

火曜コース

火曜コース

火・水曜コース

月曜コース

水曜コース

水曜コース
（一般ゴミ持ち込み　　
は13時～15時迄）

水曜コース

燃
え
る
ゴ
ミ
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税
の
納
期

12
月
は
、

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
分

の
納
付
月
で
す
。

は
、

で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（
税
務
課
）

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【【
講講
演演
会会
】】

公
開
講
座

『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』
第
９
回

「
古
代
葛
城
氏
の
実
像
」

▼
日
時：

12
月
10
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

▼
講
師：

上
井
　
久
義
（
当
館
館
長
）

▼
会
場：

歴
史
博
物
館
２
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
員：

１
０
０
名
程
度

▼
申
込：

電
話
ま
た
は

直
接
窓
口
に
て
受
付

☆
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
☆

歴
史
博
物
館
で
は
、
常
設
展
示
品
の
一

部
並
び
替
え
作
業
を
行
う
た
め
、
平
成
18

年
１
月
17
日
（
火
）
か
ら
25
日
（
水
）
ま

で
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館
ま
で
。

TEL
（
64
）
１
４
１
４
FAX
（
62
）
１
６
６
１

増
改
築
相
談

▼
日
　
時：

12
月
17
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
建
築
組
合
TEL(

69)

２
８
７
７

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
。

消
費
生
活
相
談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

12
月
12
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所：

市
役
所
當
麻
庁
舎

１
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

個
人
情
報
保
護
条
例
が

全
面
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

葛
城
市
個
人
情
報
保
護
条
例
が
12
月
１

日
か
ら
完
全
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
条
例
は
、
個
人
情
報
の

漏
え
い
な
ど
に
よ
っ
て
個
人
の
権
利
や
利

益
が
損
な
わ
れ
な
い
た
め
に
、
市
が
行
う

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
必
要
な

ル
ー
ル
を
定
め
、
ま
た
、
自
分
の
個
人
情

報
を
見
た
り
、
誤
り
を
訂
正
し
た
り
す
る

権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

市
が
保
有
し
て
い
る
自
分
の
個
人
情
報

に
つ
い
て
、
確
認
し
た
り
、
取
り
扱
い
を

相
談
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
、
新
庄
庁
舎

２
階
総
務
課
に
総
合
窓
口
を
設
け
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
。

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
の

日
常
生
活
用
具
給
付

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
に
対
し
、
日
常

生
活
の
便
宜
を
図
り
、
そ
の
福
祉
の
増
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者：

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

診
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
児
童

▼
用
具
の
種
目
（
13
種
）：

特
殊
寝
台
、
車
い
す
、
頭
部
保
護
帽
、
ク

ー
ル
ベ
ス
ト
、
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム

な
ど
必
要
と
さ
れ
る
方

▼
費
用：

所
得
に
応
じ
て
一
部
負
担
有

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。

市役所へのお問い合せは、新庄庁舎TEL（69）3001 または 當麻庁舎TEL（48）2811まで。

工
業
統
計
調
査

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
。

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31

日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
12
月

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
経
済
産
業
省
・
奈
良
県
・
葛
城
市
）

「
か
も
き
み
の
湯
」

年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

◇
12
月
30
日
（
金
）
ま
で
【
平
常
営
業
】

開
館
　
午
前
10
時

閉
館
　
午
後
11
時
（
最
終
受
付：

午
後
10
時
）

◇
12
月
31
日
（
土)

・
１
月
１
日
（
日
）

開
館
　
午
前
10
時

閉
館
　
午
後
８
時
（
最
終
受
付：

午
後
７
時
）

◇
１
月
２
日
（
月
）
〜
４
日
（
水
）

開
館
　
午
前
10
時

閉
館
　
午
後
11
時
（
最
終
受
付：

午
後
10
時
）

◇
１
月
５
日
（
木
）
以
降
【
平
常
営
業
】

◇
１
月
10
日
（
火
）
１
月
３
日
の
振
替
休
館

◎
詳
し
く
は
、
か
も
き
み
の
湯

TEL
（
66
）
２
６
４
１

犬
の
捕
獲
お
よ
び
犬
猫
の
引
き
取
り

年
末
年
始
業
務
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
期
間
を
利
用
し
、
施
設
の

保
守
点
検
お
よ
び
修
理
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
期
間
中
、
犬
の
捕
獲
お
よ
び
犬
猫
の

引
き
取
り
業
務
を
休
止
い
た
し
ま
す
。

◆
年
末
最
終
引
き
取
り
　
　

平
成
17
年
12
月
20
日
（
火
）
ま
で

◆
年
末
最
終
捕
獲
　
　
　
　

平
成
17
年
12
月
22
日
（
木
）
ま
で

◆
年
始
引
き
取
り
開
始
　
　

平
成
18
年
１
月
10
日
（
火
）
か
ら

◆
年
始
捕
獲
開
始
　
　
　
　

平
成
18
年
１
月
５
日
（
木
）
か
ら

（
環
境
課
）

し
尿
の
汲
み
取
り(

當
麻
地
区)

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
は
休
み
で
す
。

12
月
29
日
と
１
月
５
日
は
、
午
前
中
で
業
務

が
終
了
し
ま
す
。（
臨
時
汲
取
12
月
28
日
ま
で
）

休
み
期
間
中
は
、
臨
時
の
汲
み
取
り
も

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
便
槽
を
確
認

の
う
え
、
汲
み
取
り
の
必
要
が
あ
れ
ば
早

め
に
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
TEL
（
48
）

２
０
５
８
ま
で
連
絡
し
、
臨
時
の
汲
み
取

り
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。



図
書
館
手
づ
く
り
講
座

折
り
紙
で
干
支
を
折
っ
て
、
ハ
ガ
キ
に

は
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時：
12
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所：
當
麻
図
書
館
研
修
室

▼
対
象：

大
人
（
定
員
25
名
）

▼
申
込：

當
麻
図
書
館
　
＊
材
料
費
が
必
要
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館

TEL(
48)
６
０
０
０
ま
で
。
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平
成
18
年
度

学
童
保
育
所
入
所
者
募
集

保
護
者
が
、
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
校
低
学
年
児
童
等
に
対
し
、

授
業
の
終
了
後
に
適
正
な
遊
び
及
び
、
生

活
の
場
を
与
え
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図

る
目
的
で
、
入
所
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
入
所
対
者：

市
内
幼
小
学
校
１
〜
４
年
生
、
幼
稚
園
児

（
但
し
、
磐
城
、
當
麻
幼
稚
園
児
に
つ

い
て
は
、
年
中
・
年
長
児
に
限
る
。）

▼
入
所
期
間：

平
成
18
年
４
月
１
日
〜

平
成
19
年
３
月
31
日

▼
受
付
期
間：

12
月
15
日(

木)

〜

22
日(

木)

【
土
・
日
を
除
く
】

（
継
続
児
童
も
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。）

▼
申
込
方
法：

児
童
福
祉
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽▽
新
庄
地
区
…
児
童
福
祉
課
（
新
庄
庁
舎
）

▽▽
當
麻
地
区
…
磐
城
・
當
麻
校
区
児
童
館

ま
た
は
、
児
童
福
祉
課
（
當
麻
庁
舎
）

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で
。

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス
、
自
分

で
つ
く
る
積
立
型
の
公
的
な
年
金

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど
の

方
々
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
受

け
る
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎
年
金
）
に
プ
ラ
ス
す
る
積
立
型

の
公
的
な
年
金
で
す
。

◎
加
入
で
き
る
人

国
民
年
金
加
入
者
（
第
１
号
被
保
険
者
）

で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

60
歳
未
満
の
方
だ
け
が
加
入
で
き
ま
す
。

◎
月
々
の
掛
金
は
将
来
も
一
定
で
す

５
種
類
の
年
金
タ
イ
プ
か
ら
、
年
金
額

や
給
付
の
型
を
自
由
に
プ
ラ
ン
で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
金
額
を
増
や
し
た
い
と
き
な
ど

に
は
、
月
々
の
掛
金
を
口
数
単
位
で
自
由

に
増
減
で
き
ま
す
。

◎
年
金
額
は
今
か
ら
わ
か
り
ま
す

年
金
額
は
５
種
類
の
タ
イ
プ
の
組
み
合

わ
せ
で
、
あ
ら
か
じ
め
決
ま
る
確
定
型
で

す
。

◎
一
生
涯
受
け
取
れ
ま
す

国
民
年
金
基
金
は
、
終
身
年
金
を
基
本
と
し

て
お
り
、
支
払
っ
た
掛
金
は
将
来
確
実
に
自
分

の
年
金
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
税
制
面
で
優
遇
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
、
受

け
取
る
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
所
得
税
・
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
国
民
年
金
基
金

TEL
０
１
２
０
（
65
）
４
１
９
２
ま
で
。

http://w
w
w
.nara-kikin.or.jp/

集
ま
れ
！
　
子
ど
も
の
集
い
　
　

『
ク
リ
ス
マ
ス
会
』
開
催

市
内
の
子
ど
も
達
の
ふ
れ
あ
い
交
流
と

し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
や
そ
の
他
色
々
な
ゲ

ー
ム
を
し
ま
す
の
で
、
遊
び
に
き
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
日：

12
月
10
日
（
土
）

▼
開
催
時
間：

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

▼
開
催
場
所：

ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ホ
ー
ル
）

▼
対
象
者：

市
内
に
住
ん
で
い
る

乳
幼
児
〜
小
学
生

（
但
し
、
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
伴
）

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で
。

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の

許
可
申
請
に
つ
い
て

▼
申
請
関
係
書
類
交
付
期
間：

12
月
15
日
（
木
）
〜

▼
申
請
関
係
書
類
受
付
期
間：

平
成
18
年
１
月
16
日
（
月
）
〜

２
月
10
日
（
金
）

＊
右
の
期
間
中
、
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

＊
右
の
期
間
中
の
交
付
、
受
付
時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

▼
交
付
受
付
場
所：

環
境
課
（
新
庄
庁
舎
）

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。

既
存
宅
地
制
度
の

経
過
措
置
期
間
が
終
了
し
ま
す

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
既
存
宅
地

制
度
は
平
成
13
年
５
月
に
廃
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
５
年
間
は
自
己
の
居
住
ま
た
は
自

己
の
業
務
の
用
に
供
す
る
建
築
物
に
限
り

新
築
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
の
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経

過
措
置
が
平
成
18
年
５
月
17
日
（
水
）
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

平
成
18
年
５
月
18
日
以
降
は
当
該
制
度

を
活
用
し
た
新
築
等
の
建
築
行
為
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
高
田
土
木
事
務
所
建
築
課

又
は
県
土
木
部
建
築
課
開
発
審
査
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
田
土
木
…
TEL
（
52
）
６
１
４
４

県
建
築
課
…
TEL
０
７
４
２(

27)

７
５
６
２

市役所へのお問い合せは、新庄庁舎TEL（69）3001 または 當麻庁舎TEL（48）2811まで。

参
加
者
募
集

▼
日
　
時：

平
成
18
年
１
月
15
日
（
日
）

▼
開
会
式：
午
前
８
時
30
分
〜

▼
集
合
場
所：
新
庄
中
学
校
運
動
場

▼
参
加
資
格：
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
参
加
費：

無
料

【
種
目
・
距
離
・
ス
タ
ー
ト
時
刻
】

◇
マ
ラ
ソ
ン
の
部

・
小
学
生
（
男
子
）（
女
子
）
の
部
　
　
　

・
み
ん
な
で
楽
し
く
走
ろ
う
の
部
　
　
　

《
2.5
㎞
　
午
前
９
時
出
発
》

・
中
学
生
（
男
子
）（
女
子
）
の
部

・
一
般
（
男
子
）（
女
子
）
の
部
　
　
　
　

《
5.0
㎞
　
午
前
９
時
30
分
出
発
》

※
参
加
申
込：

当
日
会
場
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
駅
伝
の
部
　
・
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部

・
一
般
の
部
・
大
字
の
部

《
５
区
間
14
・
５
㎞
　
午
前
10
時
30
分
出
発
》
　

▼
チ
ー
ム
編
成：

１
チ
ー
ム
６
名
（
内
補
欠
１
名
）

▼
参
加
申
込：

12
月
11
日
（
日
）
ま
で
に

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

TEL
（
69
）
６
９
６
１
ま
た
は
体
育
振
興
課

TEL
（
48
）
６
６
０
０
ま
で
。



●日時　12月8日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）・當麻文化会館
申込　不要（先着順）

●日時　12月15日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会
電話 69-3001

●日時　12月15日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　12月22日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　電話 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市下田西2-1-22

（社）シルバー人材センター1階
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（電話24-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　大和高田市・橿原市・御所市・香芝市
葛城市・桜井市・磯城郡内・宇陀郡内
高市郡内・北葛城郡内・東吉野村居住
の方

★中和法律センタ－は12月28日から1月5日まで、
休業となります。


